
令和２年度決算・条例の審査概要 ≪ 総務文教常任委員会 ≫

消防団条例の一部を改正

消防団員の上限人数を120人追加

患
者
数
が
減
っ
て
い
る
一
方
で
、
一
人

当
た
り
の
診
療
単
価
が
増
え
て
い
る
理

由
を
伺
う
。

消
防
団
員
を
増
員
す
る
理
由
の
一
つ
に
、

昼
間
の
防
災
力
強
化
と
あ
る
が
、
機
能

別
消
防
団
員
の
内
容
と
出
動
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

今
回
、
条
例
を
改
正
す
る
理
由
に
つ
い

て
伺
う
。

当
年
度
減
価
償
却
資
産
が
前
年
比
７
．

５
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い

て
伺
う
。

補
助
金
を
財
源
に
、
ど
の
よ
う
な
機
器

を
購
入
予
定
か
伺
う
。

検
査
委
託
料
の
補
正
額
は
ど
の
よ
う
に

積
算
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
受
診
機
会
が
減
少
し
、
患
者
数
が

減
っ
て
い
る
が
、
令
和
２
年
４
月
の
診

療
報
酬
改
正
と
積
極
的
な
施
設
基
準
の

新
規
取
得
及
び
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

全
体
の
診
療
単
価
を
押
し
上
げ
た
。

ま
た
、
入
院
支
援
部
門
が
積
極
的
に
関

わ
る
こ
と
で
、
多
職
種
に
よ
る
各
種
指

導
等
が
増
加
し
、
指
導
料
や
管
理
料
等

の
算
定
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。

機
能
別
消
防
団
員
の
う
ち
、
事
業
所
と

市
役
所
団
員
に
つ
い
て
は
、
火
災
の
後

方
支
援
活
動
を
主
と
し
て
い
る
が
、
出

動
管
轄
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
な

か
っ
た
た
め
、
出
動
実
績
は
な
い
。
支

援
団
員
に
つ
い
て
は
、
以
前
所
属
し
て

い
た
分
団
の
管
轄
内
で
火
災
が
発
生
し

た
際
、
基
本
団
員
と
連
携
し
て
消
火
を

含
め
た
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

現
在
実
施
し
て
い
る
法
人
市
民
税
の
超

過
課
税
が
５
年
間
の
期
限
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
５
年
間
の
延
長
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
目
的
は
新
病
院
の
施
設
整
備

で
あ
る
。

全
入
院
患
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
６
月
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
１
か
月
あ
た
り
の

新
規
入
院
患
者
数
９
０
０
人
に
、
検
査

単
価
で
あ
る
１
万
１
千
円
を
乗
じ
て
委

託
料
を
算
出
し
て
い
る
ほ
か
、
術
前
患

者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
昨
年
12

月

か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
分
が
当

初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

補
正
額
に
加
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に

対
し
、
高
度
で
適
切
な
医
療
を
提
供
す

る
た
め
、
鼻
か
ら
精
度
の
高
い
酸
素
投

与
を
行
う
ネ
ー
ザ
ル
ハ
イ
フ
ロ
ー
や
、

ク
リ
ー
ン
ベ
ッ
ド
、
ク
リ
ー
ン
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、
肺
エ
コ
ー
診
断
等
に
用

い
る
超
音
波
画
像
診
断
装
置
な
ど
で
あ

る
。

前
年
度
に
、
短
期
間
の
５
年
で
償
却
す

る
高
額
医
療
機
器
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
導
入

し
た
こ
と
に
よ
る
。
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Ａ Ａ

Ａ

令
和
３
年
度
焼
津
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

焼
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

令
和
２
年
度
焼
津
市
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定

焼
津
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
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議会ワンポイント解説第８回

　このコーナーでは、議会のことを少しでも

知っていただくために、議会でよく使われる用

語について、できるだけわかりやすく市民のみ

なさんにご説明します。

決算認定とは？
　焼津市議会を含む地方議会では、地方自治法に規

定された権限の１つに「決算の認定」があり、市が

取りまとめた、決算（一会計年度の歳入歳出予算執

行の実績）について、収支が適法かつ正当に執行さ

れたかどうか確認をすることを言います。

焼津市立幼稚園条例を改正

東益津幼稚園の廃園、利活用の検討へ

令和２年度決算・条例の審査概要 ≪ 市民福祉常任委員会 ≫

県
広
域
化
へ
の
準
備
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
数
と

前
年
度
比
に
つ
い
て
伺
う
。

東
益
津
幼
稚
園
の
廃
園
後
の
園
舎
利
活

用
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

国
民
健
康
保
険
保
険
給
付
等
支
払
準
備

基
金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

医
療
費
の
適
正
化
、
収
納
率
の
向
上
、

赤
字
繰
り
入
れ
の
解
消
、
賦
課
方
式
の

統
一
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

令
和
２
年
度
は
68

名
で
あ
り
、
前
年
度

が
44

名
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
若
干
増
加

し
て
い
る
。

現
在
、
庁
内
で
園
舎
利
活
用
に
関
す
る

検
討
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
今

後
、
地
域
の
方
々
の
ご
意
見
も
伺
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

現
在
は
、
納
付
金
に
対
し
て
激
変
緩
和

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
こ

と
は
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
た
め
、

安
定
し
て
国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営

し
て
い
く
た
め
に
は
、
基
金
は
必
要
で

あ
る
。

Ｑ
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Ｑ Ｑ Ａ
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Ａ Ａ

令
和
２
年
度
焼
津
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
２
年
度
焼
津
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

焼
津
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
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新源泉施設「焼津港１号井」が完成

市内９施設への安定供給が可能に

令和２年度決算・条例の審査概要 ≪ 建設経済常任委員会 ≫

バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
更
新
目
安
に
つ
い
て
。

大
井
川
環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ

れ
た
が
、
新
屋
中
継
基
地
は
今
後
ど
う

す
る
の
か
。

安
定
供
給
が
出
来
る
こ
と
に
加
え
、
ど

ん
な
効
果
が
あ
る
か
。

湧
出
量
が
増
え
た
こ
と
で
、
既
存
管
へ

の
負
担
は
な
い
か
。

老
朽
管
の
更
新
は
、「
焼
津
市
水
道
ビ
ジ 

ョ
ン
・
経
営
戦
略
２
０
２
０
」
に
沿
っ

て
行
わ
れ
て
い
く
の
か
。

昨
年
度
よ
り
給
水
収
益
は
下
が
っ
た
の

は
、
２
か
月
間
の
水
道
料
金
の
基
本
料

金
減
免
の
影
響
か
。

物
流
拡
大
に
向
け
た
方
策
検
討
業
務
に

よ
っ
て
見
え
て
き
た
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス

の
課
題
は
。

今
後
、
雨
水
整
備
が
必
要
な
箇
所
は
ど

こ
か
。

概
ね
、
使
用
期
間
10

年
、
走
行
距
離
10 

万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
て
い
る
。

既
存
の
源
泉
も
、
元
々
は
約
７
０
０
ｔ

の
湧
出
量
が
あ
っ
た
た
め
、
問
題
は
な

い
と
考
え
る
。

減
免
の
影
響
が
大
き
い
が
、
使
用
者
に

よ
る
節
水
な
ど
も
要
因
で
あ
る
。

港
湾
内
で
は
遊
休
地
が
少
な
く
、
新
た

な
土
地
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、
民
間

も
含
め
て
土
地
利
用
の
検
討
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
可
能
な

設
備
投
資
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

事
業
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
未
整
備

の
主
な
所
は
、
赤
塚
川
雨
水
幹
線
、
堀

川
雨
水
幹
線
、
新
屋
雨
水
幹
線
で
あ
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
今
後
40

年
の
水
道
事
業
を

見
据
え
た
も
の
で
あ
り
、
老
朽
管
の
更

新
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
中
の
財
政
計
画
に
基

づ
い
て
行
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、

令
和
２
年
度
に
つ
い
て
は
概
ね
計
画
ど

お
り
で
あ
っ
た
。
計
画
に
つ
い
て
は
毎

年
、
検
証
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、
５

現
時
点
で
更
新
等
を
す
る
計
画
は
な
い

が
、
既
存
施
設
を
適
切
に
使
用
し
て
い

く
。
生
し
尿
は
大
井
川
環
境
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
搬
入
で
き
る
た
め
、
中
継

槽
の
活
用
方
法
を
変
更
し
、
浄
化
槽
汚

泥
等
の
み
を
集
積
し
て
い
く
。

今
ま
で
は
湯
量
の
日
量
が
約
３
０
０
ｔ

で
、
駅
前
足
湯
を
含
む
市
内
９
施
設
で

の
使
用
量
が
制
限
さ
れ
て
い
た
。
新
源

泉
の
供
給
開
始
に
よ
り
、
湯
量
が
日
量

約
７
０
０
ｔ
に
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

足
湯
を
含
ん
だ
市
内
温
泉
９
施
設
が
制

ＱＱＱ

ＱＱ

ＱＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡＡ

Ａ

ＡＡ

令
和
２
年
度
焼
津
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
及
び
剰
余
金
処

分
案

令
和
２
年
度
焼
津
市
温
泉
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
２
年
度
焼
津
市
し
尿
処
理

事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

限
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

年
に
一
度
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

令
和
２
年
度
焼
津
市
港
湾
事
業

特
別
会
計
決
算
認
定

令
和
２
年
度
焼
津
市
公
共
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定

16 やいづ　議会だより



防災備蓄用に消毒液や間仕切り等を充実

避難所等の新型コロナウイルス感染症対策

令和２年度決算の審査概要 ≪ 予算決算審査特別委員会 ≫

建
設
事
業
費
総
額
の
見
通
し
を
伺
う
。

市
民
意
見
は
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ

れ
る
予
定
か
伺
う
。

当
初
予
算
額
よ
り
２
倍
以
上
、
増
額
を

し
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
関
連
費
は
い
く
ら
か
。

す
べ
て
の
避
難
所
へ
の
配
備
か
。

適
応
指
導
教
室
に
配
置
し
た
教
員
免
許

所
有
者
は
何
人
か
。
ま
た
、
適
切
な
人

員
配
置
か
。

環
境
教
育
の
省
エ
ネ
の
具
体
的
内
容
は

何
か
。

令
和
２
年
度
に
適
応
指
導
教
室
へ
通
っ

て
い
た
児
童
生
徒
の
う
ち
、
状
況
が
改

善
し
た
人
数
を
伺
う
。

建
物
工
事
費
が
約
95

億
５
千
５
百
万
円
、 

設
計
、
設
計
監
理
費
が
約
２
億
７
千
２ 

百
万
円
、
測
量
な
ど
が
２
千
３
百
万
円

で
、
建
設
に
係
る
総
事
業
費
と
し
て
、

約
98

億
５
千
万
円
で
あ
る
。

避
難
所
等
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
消
毒
液
や
間
仕

切
り
等
を
購
入
し
た
た
め
。

用
地
取
得
が
約
４
億
円
、
引
っ
越
し
や

備
品
購
入
が
予
算
ベ
ー
ス
で
約
３
億
９ 

千
万
円
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
ほ
か
総
合
計
画
策
定
市
民
会
議
等
で

の
様
々
な
意
見
を
踏
ま
え
、
焼
津
市
第

６
次
総
合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
の
施

策
の
方
針
や
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担

な
ど
、
計
画
に
反
映
す
る
予
定
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
防
災
倉
庫
に
備
蓄
し
、
避

難
所
へ
は
、
そ
の
都
度
対
応
し
て
い
く
。

適
応
指
導
教
室
に
は
５
人
の
指
導
員
を

配
置
し
て
お
り
、
全
員
が
教
員
免
許
状

を
所
有
し
て
い
る
。
退
職
し
た
校
長
を

中
心
と
し
た
運
営
が
図
ら
れ
て
お
り
、

適
切
な
人
員
配
置
で
あ
る
と
考
え
る
。

小
学
校
の
場
合
は
、
部
屋
の
電
気
を
消

す
等
、
身
近
な
行
動
を
題
材
に
し
て
い

る
。
高
校
で
は
、
公
共
バ
ス
の
利
用
や
、

自
転
車
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
考
え
も
、

場
合
に
よ
っ
て
は
買
い
替
え
に
よ
っ
て

Ｃ
Ｏ
２
が
減
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

個
々
に
よ
り
違
い
は
あ
る
が
、
改
善
し

ＱＱＱ Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

Ａ

新
庁
舎
建
設
事
業

総
合
計
画
推
進
事
業
費

防
災
備
蓄
資
機
材
整
備
事
業

不
登
校
児
等
適
応
指
導
・

就
学
支
援
費

地
球
温
暖
化
防
止
活
動

啓
発
事
業
費

て
い
っ
た
児
童
生
徒
は
15

人
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

こ
の
方
式
で
開
催
し
た
点
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
か
。

参
加
し
た
新
成
人
か
ら
は
、
他
地
域
が

中
止
等
と
な
っ
た
中
、
開
催
し
た
こ
と

に
感
謝
す
る
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
事
故
等
も
な
く
開
催
で
き
た
こ

と
は
、
会
場
を
管
理
す
る
県
漁
港
管
理

事
務
所
や
漁
協
、
警
察
署
の
ほ
か
、
多

く
の
関
係
団
体
の
理
解
と
協
力
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

ＱＡ

成
人
式
開
催
費

購入した間仕切り
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各
障
害
者
別
及
び
人
工
透
析
通
院
者
へ

の
タ
ク
シ
ー
券
交
付
状
況
を
伺
う
。

給
付
実
績
を
伺
う
。

事
業
の
進
捗
率
に
つ
い
て
伺
う
。

身
体
障
害
者
へ
は
４
４
５
人
に
１
，
１ 

９
０
冊
、
知
的
障
害
者
へ
は
15

人
に
23

冊
、
精
神
障
害
者
へ
は
１
２
７
人
に
１ 

５
７
冊
交
付
し
て
い
る
。
人
工
透
析
通

院
者
へ
は
89

人
に
７
１
５
冊
を
交
付
し

て
い
る
。
（
1

冊
に
つ
き
24

回
分
）

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
を
対
象
に
、
８

月
に
１
世
帯
５
万
円
、
第
２
子
目
以
降
、

児
童
１
人
に
つ
き
３
万
円
の
基
本
給

付
、
家
計
急
変
の
場
合
は
、
基
本
給
付

に
１
世
帯
５
万
円
の
加
算
給
付
を
行
っ

た
。
基
本
給
付
の
対
象
は
９
４
６
世
帯
、

う
ち
第
２
子
目
以
降
の
児
童
は
５
０
５

人
、
加
算
給
付
の
対
象
は
８
１
４
世
帯

で
あ
っ
た
。

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
以
外
に
も
公
的

年
金
を
受
給
し
て
い
る
た
め
児
童
扶
養

ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

重
度
心
身
障
害
者
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
事
業

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費

潮
風
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク

整
備
事
業

子
育
て
世
帯
マ
イ
ホ
ー
ム

取
得
応
援
事
業
費

新
設
・
単
独
浄
化
槽
か
ら
の
設
置
替
え
・

公
共
下
水
未
整
備
地
区
に
お
け
る
再
設

置
の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
詳
細
に
つ
い
て

伺
う
。

１
事
業
所
へ
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、
事

業
所
の
選
定
理
由
と
予
定
整
備
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

取
得
し
た
18
世
帯
の
内
訳
を
伺
う
。

令
和
２
年
度
に
お
け
る
合
併
処
理
浄
化

槽
の
新
設
件
数
は
、
公
共
下
水
道
事
業

計
画
区
域
を
除
く
合
併
処
理
浄
化
槽
補

助
金
対
象
区
域
全
体
で
２
６
３
件
、
公

共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
未
整
備
区

域
は
22

件
で
、
合
計
２
８
５
件
で
あ
る
。

単
独
浄
化
槽
か
ら
の
設
置
替
え
は
、
浄

化
槽
補
助
対
象
区
域
全
体
で
１
２
５
件
、

公
共
下
水
道
未
整
備
区
域
は
８
件
、
合

計
で
１
３
３
件
で
あ
る
。

市
内
で
の
転
居
は
12

世
帯
、
市
外
か
ら

の
転
入
は
６
世
帯
で
あ
っ
た
。

市
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度
に
電
子
化
を
導
入
す
る
た
め
の
ラ

イ
セ
ン
ス
を
使
用
す
る
経
費
で
あ
り
、

本
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
市

役
所
に
行
か
な
く
て
も
、
必
要
な
手
続

き
を
ネ
ッ
ト
上
か
ら
行
え
る
こ
と
と
な

り
、
よ
り
便
利
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

国
か
ら
の
照
会
が
あ
り
、
市
内
の
高
齢

者
施
設
等
へ
周
知
し
て
い
る
。
国
が
全

国
の
要
望
書
の
中
か
ら
優
先
順
位
を
つ

け
、
事
業
者
を
選
定
す
る
。

今
回
の
整
備
は
、
大
雨
等
に
よ
る
冠
水

被
害
に
備
え
る
た
め
の
非
常
用
自
家
発

電
設
備
の
設
置
工
事
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
末
の
進
捗
率
は
44

％
で
あ

る
。
国
と
の
積
極
的
な
協
議
調
整
な
ど

連
携
を
図
り
、
令
和
３
年
度
末
完
成
を

目
指
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ

ＱＱ

Ｑ ＡＡ

ＡＡ

Ａ

手
当
を
受
給
さ
れ
な
い
世
帯
な
ど
に
対

し
、
基
本
給
付
は
１
７
７
世
帯
、
う
ち

第
２
子
目
以
降
の
児
童
は
１
０
９
人
、

加
算
給
付
の
対
象
は
４
４
世
帯
で
あ
っ

た
。
基
本
給
付
に
つ
い
て
は
、
12

月
に

も
２
回
目
の
追
加
給
付
を
実
施
し
て
い

る
。

業
種
別
支
給
件
数
を
伺
う
。

令
和
２
年
度
は
７
０
２
事
業
所
か
ら
申

請
が
あ
り
、
飲
食
店
１
８
１
件
、
建
設

業
１
１
１
件
、
製
造
業
１
１
７
件
、
小

売
業
75

件
、
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
業
71

件

な
ど
で
あ
る
。

ＱＡ

焼
津
市
事
業
者
緊
急
支
援
金

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
費

令
和
３
年
度
補
正
予
算
か
ら

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

介
護
施
設
等
整
備
事
業
費
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